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親
和
会
エ
リ
ア
の
『
お
い
し
い
水
道
水
』

お
い
し
い
水
と
し
て
エ
ビ
ア
ン
や
ボ
ル
ビ
ッ
ク
は
あ
ま
り
に
も
有
名
で
す
。
驚
く
こ
と
に
伊
豆
高

原
は
、
ボ
ル
ビ
ッ
ク
の
水
源
地
フ
ラ
ン
ス
・
オ
ー
ヴ
ェ
ル
ニ
ュ
・
ロ
ー
ヌ
地
方
の
火
山
群
と
地
質
的
な

環
境
が
よ
く
似
て
お
り
、
天
城
山
系
矢
筈
山
の
水
源
が
ボ
ル
ヴ
ィ
ッ
ク
と
同
じ
良
質
な
天
然
水
を
伊
豆

高
原
に
も
た
ら
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
今
回
は
、
伊
豆
高
原
別
荘
地
の
ほ
と
ん
ど
の
エ
リ
ア
に
「
お
い
し
い
水
」
を
提
供
し
て
い
る

伊
豆
高
原
上
水
道
に
つ
い
て
調
べ
て
み
ま
し
た
。

伊
豆
高
原
上
水
道
は
伊
豆
急
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
に
よ
り
運
営
さ
れ
親
和
会
エ
リ
ア
の
ほ

ぼ
全
域
、
２
３
５
８
戸
に
総
延
長
69
㎞
の
給
水

管
を
通
し
て
毎
日
平
均
２
０
０
０
ト
ン
の
水
を

供
給
し
て
い
ま
す(

南
大
室
台
地
区
は
伊
東
市
営

水
道)

。

汚
れ
も
軽
微
で
、
最
終
地
点
の

検
査
で
も
安
心
・
安
全
が
常
に

確
認
さ
れ
、
皆
さ
ん
の
お
宅
に

届
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

都
市
部
の
水
道
で
は
水
道
水

は
循
環
利
用
さ
れ
ま
す
が
、
伊

豆
高
原
上
水
道
で
は
各
エ
リ
ア

の
給
水
最
終
地
点
で
余
っ
た
水

は
浸
透
池
に
還
さ
れ
て
い
る
と

の
こ
と
で
す
。

伊豆高原上水道の配水エリア地図や、
伊豆急コミュニティ水道事業・水質
検査結果などは広報オンラインに掲
載しています。 親和会広報へのご
意見やご要望も併せてお寄せ下さい

の
給
水
シ
ス
テ
ム
が
破
損
し
、
地
域
が
孤
立
化
、

復
旧
に
時
間
を
要
す
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
場
合
に
備
え
親
和
会
自
主
防
災
会
は

伊
豆
急
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
協
力
を
得
て
、
配

水
タ
ン
ク
の
水
を
備
蓄
水
と
し
て
利
用
す
る
な

ど
の
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
が
、
市
は
各
世
帯

に
１
人
１
日
３
リ
ッ
ト
ル
を
基
準
と
し
世
帯

人
数
の
３
日
分
を
目
標
に
備
蓄
水
の
確
保
を

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

水源

池

矢筈山

水
源
地
は
矢
筈
山
の
麓
、
池
地
区
の
池
１
号

水
源
と
２
号
水
源
。
地
下
３
６
０
ｍ
と
地
下
１
０

１
ｍ
の
深
井
戸
か
ら
揚
水
し
、
最
低
限
の
塩
素
滅

菌
を
行
っ
た
後
、
各
家
庭
に
給
水
さ
れ
ま
す
。

天
城
山
系
に
降
っ
た
雨
が
長
期
間
ろ
過
さ
れ
て
出
て

き
た
水
は
周
辺
に
汚
染
要
因
も
な
く
源
水
水
質
は
良

質
で
す
。
し
か
し
飲
用
と
し
て
供
給
す
る
に
は
水
道

法
で
定
め
ら
れ
た
浄
化
処
理
を
行
わ
ね
ば
な
ら
ず
、

最
低
限
の
塩
素
滅
菌
の
み
行
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

わ
が
町
の
水
を
た
ず
ね
て
矢
筈
山

取
水
さ
れ
た
水
は
エ
リ
ア
内
８
カ
所
の
配
水
槽
を
経

て
各
戸
に
給
水
さ
れ
ま
す
が
、
各
配
水
槽
に
水
が
長
く

滞
留
す
る
こ
と
は
な
く
、
24
時
間
以
内
に
は
給
水
さ

れ
る
た
め
水
質
の
劣
化
を
招
き
ま
せ
ん
。
も
と
も
と
不

純
物
が
少
な
い
水
は
雑
菌
の
繁
殖
も
な
く
、
配
水
槽
の

良
水
は
口
に
甘
し
伊
豆
高
原

３
年
前
の
台
風
で
は
市
営
水
道

が
断
水
す
る
と
い
う
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
震
災
時
、

伊
豆
高
原
は
地
盤
は
堅
い
も
の

備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し

伊
豆
高
原
駅
の
桜
並
木
口
を
出
て
す
ぐ
石
垣
に

囲
ま
れ
て
い
る
一
角
に
、
「
伊
豆
高
原
う
め
え

水
」
が
観
光
名
所
の
一
つ
だ
と
い
う
こ
と
を
ご

存
知
で
す
か
？

実
は
こ
れ
、
私
た
ち
が
日
頃

飲
ん
で
い
る
伊
豆
高
原
上
水
道
の
水
な
の
で
す
。

ま
た
一
つ
自
慢
が
増
え
ま
し
た
。

伊
豆
高
原
の
う
め
え
水

次
回
は
、
伊
東
市
営
水
道

（
南
大
室
地
区
そ
の
他
一
部

の
エ
リ
ア
の
水
道
で
す
）
に
つ
い

て
、
伊
東
市
水
道
局
に
取
材
し
て

き
ま
す



を
食
べ
尽
く
し
ま
す
。
リ
ス
が
い
る

間
は
追
加
の
エ
サ
は
あ
げ
な
い
、
リ
ス
が
去
っ
た
ら
今
度

は
少
量
の
エ
サ
を
あ
げ
る
の
が
小
鳥
た
ち
と
の
約
束
で
す
。

ヤ
マ
ガ
ラ
の
体
重
は
１
４
グ
ラ
ム
、
五
百
円
玉
２
つ
分

で
す
。
ど
う
し
て
そ
ん
な
に
軽
い
か
と
い
う
と
ち
ゃ
ん
と

理
由
が
あ
る
の
で
す
。
先
日
ハ
イ
タ
カ
と
い
う
小
型
の
鷹

が
低
空
飛
行
で
ま
っ
す
ぐ
に
わ
が
家
テ
ラ
ス
に
向
か
っ
て

き
ま
し
た
。
エ
サ
を
食
べ
て
い
た
小
鳥
た
ち
は
一
斉
に
飛

び
立
っ
て
テ
ラ
ス
の
隣
の
キ
ン
モ
ク
セ
イ
の
茂
み
の
中
に

飛
び
込
み
ま
し
た
。
ハ
イ
タ
カ
も
続
い
て
キ
ン
モ
ク
セ
イ

に
突
入
、
そ
し
て
・
・
・
。
そ
ん
な
具
合
に
外
敵
に
襲
わ

れ
た
時
、
さ
っ
と
逃
げ
ら
れ
る
よ
う
に
常
に
身
を
軽
く
し

て
い
る
の
で
す
。
野
鳥
の
本
に
よ
れ
ば
ヤ
マ
ガ
ラ
は
食
べ

た
エ
サ
を
消
化
し
て
排
泄
す
る
ま
で
わ
ず
か
４
０
分
、
そ

う
や
っ
て
体
を
常
に
軽
く
し
て
い
る
の
で
す
。
で
も
そ
の

代
わ
り
す
ぐ
に
次
の
食
糧
を
捜
さ
ね
ば
な
ら
ず
、
結
構
忙

し
い
の
だ
そ
う
で
す
。

小
鳥
た
ち
の
巣
作
り
が
始
ま
る
の
は
春
、
こ
れ
は
子
育

て
の
時
期
を
エ
サ
と
な
る
昆
虫
類
が
多
く
発
生
す
る
初
夏

に
合
わ
せ
て
い
る
か
ら
で
す
。
わ
が
家
の
テ
ラ
ス
を
常
食

の
餌
場
と
し
て
い
た
小
鳥
た
ち
も
初
夏
に
な
る
と
現
れ
る

頻
度
が
少
な
く
な
り
ま
す
。
高
タ
ン
パ
ク
の
昆
虫
を
雛
た

ち
に
食
べ
さ
せ
る
た
め
森
へ
の
出
勤
が
多
く
な
る
か
ら
で

す
。
５
月
に
な
り
、
小
鳥
た
ち
が
巣
立
っ
た
ば
か
り
の
子

供
た
ち
を
連
れ
て
テ
ラ
ス
に
来
る
と
、
そ
の
可
愛
い
こ
と

言
っ
た
ら
あ
り
ま
せ
ん
よ
。
皆
さ
ん
の
お
宅
で
も
毎
日
決

ま
っ
た
時
間
に
エ
サ
を
あ
げ
て
る
と
、
皆
さ
ん
が
庭
に
姿

を
見
せ
た
だ
け
で
小
鳥
た
ち
が
寄
っ
て
く
る
よ
う
に
な
り

ま
す
よ
、
き
っ
と
。

や
ま
ち
ゃ
ん
交
遊
録

第
４
地
区

水
野
さ
ん

今
回
は
お
庭
自
慢
な
ら
ぬ
わ
が
家
テ
ラ
ス
で
の

野
鳥
と
の
交
友
録
で
す
。

僕
と
ヤ
マ
ガ
ラ
の
や
ま
ち
ゃ
ん
は
お
友
達
で
す
。

早
朝
犬
の
散
歩
に
玄
関
を
出
る
と
、
か
な
り
の
確
率

で
や
ま
ち
ゃ
ん
が
や
っ
て
き
て
肩
の
高
さ
で
ホ
バ
リ

ン
グ
し
ま
す
。
エ
サ
の
催
促
で
す
。
用
意
し
て
い
た

ひ
ま
わ
り
の
種
を
数
粒
手
の
ひ
ら
に
乗
せ
る
と
、
あ

り
が
と
う
と
は
言
わ
な
い
け
ど
さ
っ
と
咥
え
て
飛
び

去
り
ま
す
。

散
歩
か
ら
戻
り
テ
ラ
ス
に
出
る
と
、
や
ま

ち
ゃ
ん
が
今
度
は
仲
間
を
連
れ
て
や
っ
て

き
ま
す
。
わ
が
家
の
朝
食
は
野
鳥
の
朝
食

と
一
緒
に
始
ま
り
ま
す
。
小
鳥
た
ち
の
食

事
は
ヤ
マ
ガ
ラ
、
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
は
ひ
ま

わ
り
の
種
と
殻
付
き
落
花
生
、
ス
ズ
メ
は

ひ
え
と
あ
わ
、
そ
れ
に
メ
ジ
ロ
く
ん
た
ち

に
は
散
歩
で
拾
っ
て
き
た
夏
ミ
カ
ン
を
輪

切
り
に
し
て
用
意
し
ま
す
。小

鳥
た
ち
は
み
ん

な
そ
れ
ぞ
れ
に
好

き
な
エ
サ
が
決

ま
っ
て
い
て
仲
良

く
分
か
れ
て
食
べ

て
い
る
の
で
す
が
、

そ
こ
に
リ
ス
が

や
っ
て
く
る
と
大

変
、
リ
ス
は
わ
が

家
の
野
生
の
王
国

の
覇
者
、
し
か
も

何
で
も
食
べ
ま
す
。

リ
ス
が
食
べ
て
い
る
間
、
小
鳥
た
ち

は
席
を
譲
っ
て
リ
ス
の
食
事
が
終
わ

る
の
を
待
ち
ま
す
。
森
に
食
べ
物
の

な
い
冬
か
ら
春
に
か
け
て
は
リ
ス
も

仲
間
を
連
れ
て
き
て
用
意
し
た
エ
サ

お世話になります。私事ですが、昨
年、肺 M A C 症 という病気にかか
り、今も治療中の者で、その病気に
ついてお知らせしたく、メールさせ
て頂きました。皆さんは肺MAC症と
いう病気をご存知でしょうか？ 私
は、熱海の国際病院で知らされるま
で、全く知りませんでした。浴室の
配管やシャワーヘッド、土の中に住
む、MAC菌というウイルスが、肺の
中に入り込み、炎症を起こす病気で
す。結核とは異なり、人には感染し
ないようですが、初期症状が全くな
く、重症化すると、肺の一部切除の
手術も必要になる、大変怖い病気で
す。最近、中高年の女性に増加して
いるとか。浴室の配管掃除や換気、

あるいは、肺のレントゲンを受ける
とかで、予防出来るのではと思いま
す。私は、予備知識が無く、重症化
してしまいましたので、少しでも
知って頂きたくメールしました。機
会があれば、広報の片隅にでも、載
せて 頂 ける と有り 難いで す。
U様

昨年秋に鎌倉からこちらに移住して
きました老夫婦でございます。鎌倉
の自治会にも広報誌がございました
が、このように充実した広報誌を手
に取り伊豆高原別荘地の素晴らしさ
をさらに実感しました。 移住間も
ない私共にとっては情報源でござい
ます。八幡野港への散歩にも早速出
かけました。“年齢を脱ぎ、冒険を着
る”を読み、初めて夫婦で防波堤釣り
にも挑戦もしました。勝手な願いで

すが、新参者にもわかりやすい親和
会のサービスなども掲載下さい。
K様

親和会ニュースを楽しく読ませてい
ただき、ひとことお礼と思い不慣れ
なスマホを手に取りメールいたしま
した。親和会オンラインに掲載され
ているお料理教室のレシピを何度と
なく試し目新しいお料理を楽しめま
した。足腰が弱り外出することに億
劫な私にとってこのようなコミュニ
ティ誌は大変ありがたいので、今後
も楽しいニュースをお届けください。
H様

会員の声 ご投稿の一部を省略し
て掲載しています

ご投稿は右のQRコード
から投稿フォームにお進
み下さい



増加している心臓突然死。居合わせた妻・夫の対応がカギ

1. 木製電柱(引込みポール)が倒れる 第2地区、桜並木近くの別荘宅地内にある木製の引込
ポールが老朽化により傾倒し、送電線が道路側に垂れ下がっていました。近隣の方が東京電力に通報
してくださり、応急処置が施されました。築年数が多い住戸では、家屋だけでなく電気引き込み用の
木製電柱などの老朽化が進んでいます。ご自宅の点検をよろしくお願いします。

2. はみ出し枝木 著しく枝木が道路にはみ出している住戸80件の所有者に督促状を送り、早急
な伐採・選定を求めました。うち30件から返信があり何らかの対応をとる旨の連絡をいただきました。
引き続き、宛名に送達できない2件を含め返信のない50件には強く要請してまいります。

3. 放置空き家対策 伊東市役所から、親和会エリアの空き家12件のうち、解体・売却・改修・清
掃・樹木伐採などの対応を促した所有者との協議を進めているとの連絡を受けました。

4. ゴミステーション新設の要望 第３地区(15次～17次)では、 3班(66戸・110名）でゴミス
テーションが1カ所しか設置されておらず、ゴミステーションの新設を要望されています。新設地な
どの検討を地区班⾧さんを交えて進めています。

5. 屋根の修理詐欺の恐れ！ 近隣で工事をしている業者と名乗り、屋根が傷んでいると親切顔
で訪ねてきます。不必要な屋根の修理を行い高額な代金を請求されます。多数の会員からのご報告です。

日本人の死亡原因の中でも、心疾患(心停止による突
然死など）の割合は年々増加しています。 心停止は
自宅での発症が75％を占め、特に50～70代の高齢男性
に発症者が多い傾向にあります。

また自宅で発症した場合、頼みの救急車を手配しても、
救急車が到着するまで平均で約８分、通報までの時間
や機材搬入の時間を合わせると、さらに約5分かかると
いわれています。この間、何の救命措置もとらず手を
こまねいていれば、社会復帰率は1分ごとに約10％ずつ

低下していきます。
親和会エリアでは高齢夫婦二人暮らしの世帯が増えて
います。考えたくもないことですが、大切なパート
ナーの命を守るため、いざという時に落ち着いてどの
ように救命措置をとれば良いのか、家庭内でも最低限
の知識と心構えを持ちましょう。

日本医師会 緊急蘇
生法の詳しい説明は
右のQRコードから

6. フィッシング詐欺も横行中 「あなたの名義で携帯電話が契約され、不法行為に使われた」
との詐欺電話が自宅の固定電話に入ると、複数の会員からの報告です。くれぐれもご注意ください。



４月25日 (木) 午前10時～

環境ボランティア会

次回は４月2３日(火)

問合せ・ご予約は
西貝恵子(090-6176-1849)まで

夢 ク ッ ク 料 理 教 室

過去の写真やレシピ
はこちらのQRコード

2月の歩こう会
大室山の山焼きを眺めながら城ケ崎海岸をのんびり歩こうと計画
していましたが、雨予報で山焼きは残念ながら延期。しかし幸運
にも雨は上がり参加者7名は「いがいが根駐車場」から「蓮着
寺」までのピクニカルコースを歩きました。
雨上がりの海岸は空気も綺麗で、半島の先には、爪木崎、稲取、
北川などが連なり、真正面の大島はすぐそこにあるようでした。
房総半島や、三浦半島、熱海や伊東の景色までも眺めながら、
ちょうど12時に蓮着寺に到着。境内のベンチでランチをとってい
ると、若い外国人観光客の方々が通りかかり、挨拶を交わす一面
も。雨上がりで、山道歩行が心配でしたが、流石に溶岩台地は水
捌けの良さを実感でき、久しぶりに歩いて楽しかった！

イベント部座談会開催のお知らせ

伊豆高原に移住して花を愛で育て、花ととも
に過ごす生活を楽しみとする親和会会員が多
くおられます。
第3回ハイランダートピックス座談会は伊豆
ガーデニングクラブ会⾧植松信昭氏から「伊
豆を花いっぱいに」とのタイトルで、花と共
に過ごす楽しい生活や、伊豆オープンガーデ
ン活動などについて幅広くお話を伺います。

参加を shinwakai.events@gmail.com
或いは親和会事務所Tel 0557 53 1122で登
録ください。
登録数でイベント企画への参加の関心を量
り今後の座談会継続及び新規の企画「断捨
離・引継ぎマート」立ち上げの為の参考と
します。なお、親和会ニュース3月号で登
録用にお伝えしたイーメイルアドレスは使
用できないこととなりました。お詫びして
訂正いたします。

英会話サロン

126回　 　
親和会ゴルフ愛好会

うたう会「夢の和」

Highlander Topics

パソコンサークル

夢クック「料理教室」

のんちゃん体操　

小物作りの会

サロン・デ・スペイン語

絵手紙の会

英会話サロン

ふれ愛 並木カフェ

日 時: ４月６日(土）午前10時～14時（雨天中止）
親和会事務所集合

コース:  親和会事務所 → 古道(東浦路・ふと道) → 富戸港 →
25次地区緑地(昼食) → 門脇つり橋 → 城ケ崎海岸駅

持ち物 弁当・飲み物・敷物・軍手

案内人 丹羽さん
(元伊東自然歴史案内人会会員）

世話人 鈴木 (090-9808-5227)

集合 9 時 40分
親和会事務所

区域外活動 (テディベア周辺）
のゴミ拾い

話題：「伊豆を花いっぱいに」
伊豆ガーデニングクラブ植松信昭会⾧

日時：４月１９日(金) 午後１時半～
場所：八幡野コミセン２Ｆ

可燃ゴミ ビン カン

　４ (木） １１ (木） ９ （火） ４ （木） ２  (火)

１８ (木） １８ (木）  １６ （火）

 ２５ (木）  ２５ (木）  ２５ (木） ２３ (火) ３０　(火)

輪番の班長は掃除当番ではありません  4 月のゴミ出し日 ゴミステーションはルールを守って

月・水・金・日




